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【高等学校における実践事例】
○国語科
　表1　高等学校国語科におけるICTを活用した実践例（１）
	学習場面
	【B3】動画の振り返り（学習の深まり）【C1】グループ討議・発表

	科目内容
	国語「話すこと，聞くこと」

	学習目標
	話し合いや発表の様子を振り返ってみよう

	課題内容
	話し合いや発表の様子を記録して，その場で振り返ることで学習効果を高める

	学習活動
	①タブレット等を用いて，生徒が話合いや発表をしている様子を記録する。
②記録直後に再生して，話し合いや発表の様子を振り返る。
③学習活動の様子について映像を見ながらコメントする。

	準備物
	タブレット（記録用）　ワークシート（話し合い・発表用）



○数学科
表2　高等学校数学科におけるICTを活用した実践例（１）
	学習場面
	【A1】問題の提示（問題の把握）・グラフの表示（解答の予測）

	科目内容
	数学Ⅰ：二次関数

	学習目標
	二次関数の導入場面で，二次関数のグラフと最大・最小について考えよう。

	課題内容
	（例）「幅 20cm の銅板の両端から同じ長さだけ折り曲げて切り口の図形が長方形となる樋(とい)を作る。一度にできるだけ多くの水が流れるように切り口の断面積を最大にしたい。両端から何 cm のところで折り曲げればいいか？また，このとき切り口の長方形の面積はいくらになるか？」というような具体的な事象から二次関数のグラフや最大・最小について考えるきっかけとする。

	学習活動
	①問題について図を用いて提示する。
②ｘｙを用いて数式化して関数のグラフを表示する。
③グラフの表示によって断面積が最大になる時の答えを導く。

	準備物
	タブレット・ワークシート


※学習場面のカッコ内はICT活用の意図をあらわす。

表3　高等学校数学科におけるICTを活用した実践例（2）
	学習場面
	【A1】課題及び解答の提示（問題の理解・解答の共有）【C1】グループで討議し課題を解決する（問題解決）

	科目内容
	数学Ⅱ：図形と方程式

	学習目標
	不等式の表す領域の発展的な問題を解決しよう

	課題内容
	（例）「連立不等式 y≧x+2，y≦-x2+4 の表す領域を D とする。点 P(x,y)が領域 D 内を動くとき，-2x+y の最大値と最小値はいくらか？」という発展的な課題を提示し，グループごとに解決策を発表する。

	学習活動
	①課題の示すグラフや領域Dをコンピュータで実際に描いて提示する。
②①に直線 y=2x+k をかいて考える。
③生徒はノートに解答を書き，スクリーンに投影してグループ内で共有して解決策を話し合う。
④グループごとに解決策を提示して説明し，疑問点を質問したり，修正した方がいいと思われる箇所を指摘したりする。
⑤いろんな解決策がある中で，場合によっては最適解を検討する。

	準備物
	提示する課題の図形スライド，ノートまたはタブレット（グループ内で共有）



○理科
表4　高等学校理科におけるICTを活用した実践例（２）
	学習場面
	【B3】時間と台車が受けた水平方向の力との関係を調べる（思考を深める）

	科目内容
	物理分野：運動量と力積について

	学習目標
	運動量と力積について考えてみよう

	課題内容
	質量の異なる二つの物体が互いに力を及ぼし合うとき，質量の小さい物体が他の物体に及ぼす力と質量の大きい物体が他の物体に及ぼす力について考えよう

	学習活動
	①センサのついた質量の異なる2つの台車を用意する。
②①を水平な一直線上で等しい速さで向かい合わせに走らせて衝突させる。
③時間と台車が受けた水平方向の力との関係を調べる。

	準備物
	センサとコンピュータ（自動計測用）・台車



表5　高等学校理科におけるICTを活用した実践例（４）
	学習場面
	【A1】実験データやグラフ・動画を生徒用タブレットへ表示する（課題の理解）

	科目内容
	生物分野：「ヒトの体の調節」

	学習目標
	「ヒトの体の調節」を理解しよう

	課題内容
	体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を理解させる

	学習活動
	①体内環境の維持に関する資料を大型提示装置や生徒の学習者用コンピュータに提示する。
②血糖濃度とホルモン濃度のグラフや，これに関する実験の動画などを提示する。
③体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を見いだして理解させる。

	準備物
	コンピュータ（タブレット）・データ・教材の動画



＜参考文献＞
文部科学省：教育の情報化の手引き-追補版（令和2年6月）
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html
2  
  3
